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成果の概要/谷村吉隆 

令和元年度時点で、当研究室は博士１０人、修士６人、学部３人の大所帯にも

かかわらず、科研費基盤 A を更新して取得できず大変困窮した。京都大学教育

研究振興財団研究活動推進助成のおかげで当研究室は延命できたと言っても過

言ではない。人の情けが身に染みた。 

 助成による研究成果としてはμSRスペクトルを解析する理論として著名な久

保・鳥谷部理論を５０年ぶりにリニューアルした研究（J. Phys. Soc. Jpn.掲載決

定）、現実的な考察から導き出したモデルに基づくプロトン移動化学反応の厳密

数値計算（J.Chem.Phys 投稿済み）、また、報告者が３０年前に提唱し、散逸系

の統計力学の分野でスタンダードな方法論となっている（引用の総数は４００

を超す）、散逸系の量子階層方程式に関する、J. Chem. Phys からの招待による

perspective article の執筆を行いサブミットした。特に最後の文献は、数百の引

用は期待され、財団の名前を広めることに大きく貢献できると自負している。論

文に至ってないが、財団の資金のおかげで、運営交付金を他の学生の研究に回す

ことでき、機械学習による分子動力学からの量子モデルの自動生成などの成果

もあがりつつある。残念ながら令和２年度も基盤 A を得ることができなかった

が、ゆえに、受けた支援の重要性がより高まった。深く感謝したい。 

 


